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162　　　　精索静脈瘤の診断におけるシンチグラフィ

　と赤外線サーモグラフィの比較検討

田中豊（市立加西．放｝．浜出俊彦｛小野市民，放）

平田みどり，河野通雄（神戸大放），守殿貞夫（神戸大

泌）

　精索静脈瘤の患者93例に対しシンチグラフィとサーモ

　グラフィを用いて重症度評価を行い局所血流と温度の関

連を検討した．シンチグラフィは動態像における血液の

逆流と静態像におけるプール像により重症度評価を行っ

た．サーモグラフィは高温域の形状により重症度評価を

　行い，精索部・睾丸部の皮膚温度と左右の温度差を測定

　した．　プール像と高温域の形状による重症度は有意の

　相関を示した．プール像・動態像の重症度と皮膚温度の

　比較では，重症例ほど高温部の皮膚温度は高く，温度差

　も大きい傾向が見られた．特に動態像と皮膚温度・温度

　差には有意の相関が見られた．

163　　　シネ画像を用いた下肢静脈シンチグラフィ

　　　　　　の検討一下肢静脈造影との比較

尾崎　裕、京極伸介、住　幸治、長谷川弘、中西　淳

新藤昇、片山仁（順大浦安・放）

　下肢静脈シンチ（RNV）は下肢静脈造影（CNV）にくらべ侵

襲が少なく、深部静脈血栓症のスクリーニングに有用と言

われているが、全体像の把握や、個々の血管の同定は困難

である。そこで我々は下肢静脈シンチの読影に際し、シネ

画像を用い、下腿から骨盤部までを1つに組み合わせ、動

的評価を試みた。

　過去5年間にRNVとCNVが施行されていた22症例31下

肢において、上下2回の撮像の、各々112フレームの静止

画像から読影した結果（従来法）と、シネ画像から読影した

結果（シネ画像法）をCNVと比較した。　シネ画像法は従来

法にくらべ所見の同定が容易であり、静脈灌流の速さも評

価でき有用と思われた。

164　　　↑c．99煩MAAによる下肢静脈造影について

桂木　誠（聖マリア病院画像診断部）

　下肢深部静脈血栓症あるいは肺塞栓症の疑われたbl　，

合計110例に対し施行されたRl下肢ベノグ刀イについて

検討した。検出器は大視野ガンマカメラGCA901（東芝

製）で，医薬品にはTc－99m　MAA　222MBqを用いた。な

お，下肢撮像の後で，全例で肺のイメ・ジングも行った。

　110例の内35例て，静脈の途絶や側副路の描出が認め

　られ，静脈閉塞の診断が可能であった。左大腿静脈か

　ら腸骨静脈が主な閉塞部位であった。35例のうち，10

例には肺塞栓が合併していた。3例は無症候性の肺塞

栓であった。35例のうち，ll例で治療後の再検査が施

行されたが，明かな改善を示したのは2例のみであり，

大半では閉塞所見が残存していた。本検査は非侵襲的

に下肢静脈や肺の血流状況が評価可能で有用な検査法

であると思われた。
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